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平成 15 年度東海・北陸地区国立学校等教室系技術職員合同研修報告
(電気・電子コース)
第三技術室システム制御技術班 岡井善四郎
8 月初日(水)"'22 日(金)の 3 日間、名古屋大学豊田講堂と大学院工学研究科で行われた上記の研
修に出席したので報告する。出席者は静岡、名古屋工業、名古屋、豊橋技術科学、三重、富山、福井の
大学と核融合研、岡崎国立研究機構 7機関の 22 名である。
1 日目は例年通りのスケジュールで開講式、写真撮影、オリエンテーションと進み、午前中は講義 1
「安全管理J と講義 2 の「服務J について講義をしていただいた。午後は 3つの講義があった。専門的講
義として工学研究科電子工学専攻津木宣彦教授の f青色 LED から紫外 LED へj は、名古屋大学での
LED 開発の歴史から応用へと分かりやすく説明がなされ、大変興味が持てた。続いての講義は、名古屋
大学のー技官から、現在ではパルスジェット研究所の所長を勤められている緒川尚孝氏による「私の発
明人生」という題目で、ユーモアあふれる講義していただいた。最後は高田昇治技官から、 fプラズマ計
測J について専門的内容を中心に苦労話も含めた講義をしていただいた。
2 日目はこの研修の目玉でもある、 1 チップマイコンについて研修を受けた。午前中前半は、増田俊
雄、佐々木敏幸の技官から r 1 チップマイコン (PIC) のハードウェアj について講義を受け、つづい
てユニバーサル基板を使用じて、 PIC プログラム書込器の製作を行った。午後に入札熊揮正幸、福森
勉技官から r1 チップマイコンのソフトウェア」について講義を受けた。各自 1 台づ、つパソコンを使用し
て、用意されたプログラムを打ち込み、 PIC にプログラムを書き込む手順の方法を学び、実際に書き込
んで、これも用意されていた試験回路 (LED の点滅回路)で動作確認を行った。応用としてプログラム
の一部分を変更して、その動作を確認した。最後に、担当された技官が PIC を使用して製作された回路
の紹介がなされた。 PIC については一昨年の福井大学技術部の専門研修でも行っていたが、忘れたとこ
ろも多分にあり、復習の意味からも再度研修を受けることができたことは、大変有意義であった。
3 日目は、講義 8、 9 を受け、午後から三菱重工業KK (名古屋航空宇宙システム製作所飛島工場)
を見学した。はじめに飛島工場の概要の説明を受けた。そこは航空機の部分構造組立(旅客機の胴体部)
を製作する部門と宇宙機器(ロケット製作)の二つに分かれており、旅客機の製作現場を間近にみるこ
とができた。また、工場内は 8 月の暑い中冷房もなく、ほとんどが手作業で行われているのには少々驚
いた。 15 年 11 月打ち上げ予定の H-IIA ロケットの製作も見学できた。製作している現場からの「今度
は成功するぞ」という意気込みが感じられたが、打ち上げは失敗に終わり、まことに残念である。
この 3 日間の研修を終えて感じたことは、専門関係の講義では豊富な資料の準備の上、最先端の技術
を分かりやすく説明していただいき、実習では、技官の方々に懇切丁寧なご指導賜り、また意見交換会
では、職種を間わず和やかな時聞が持て、大変有意義な研修であったと思う。
最後にこの研修を企画していただいた、名古屋大学技術部、事務部の方々に厚くお礼申し上げます。
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